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The Development of Implicit Productive Skills


















































































































































































































































































































































6-1　大会名  第 63 回文部科学大臣杯全国青年
弁論大会（日本弁論連盟主催）
















“Hello sir, may I help you?”
“Yes, I have a connecting flight. Where do I 
have to go?”
“First, please go through the security check 
over there.”
“OK.”
“After security check, please turn your left 
and go down stirs. There is bus stop for con-
necting flight passengers.”
“I got it!! Thank you for your help!!”






















































































































































































　私は 1999 年の 2 月 9 日に生まれた。高橋優人で
す。

























































率が 3.14 でなく 3 になる」という大手塾の広告を
機に批判が広まったことを例に挙げ，「円周率は 3
でも 3.1 でも 3.14 でもいい。単なる詰め込みではな
く，生涯にわたって学び続けるための基礎知識をつ
けることが大事と考えていた。」といいます。
　言葉の印象や，メディアの情報だけでその内容の
本質も見極めずに物事を否定するのではなく，それ
がどんなもので，どんないいところがあるのかを見
つけることのできる社会にしたいです。
　ゆとり教育には，ゆとり教育のよさがあるし，ゆ
とり教育を受けたからこそ生まれる考え方がありま
す。それを自分たちが受けてきたことを，受けてい
ないという部分だけを切り取って否定するのは，
やっぱりおかしいし，それぞれの世代にいいところ
があるということを共有して，ゆとり世代だとか，
詰め込み世代だとか，世代にくくって物事を見てい
くことから卒業するべきです。
　どの時代に生きても，一人ひとりがアイデンティ
ティを持っていて，できないのは「ゆとり」のせい
じゃないし，根性がないのも「ゆとり」のせいじゃ
ない。同世代のひとには「世代のせいにするな！」
と，社会の大人たちには「世代で決め付けるな！」
と言いたいです。
　最後に，変化が激しく，将来を見通すのが難しい
現代社会では，単に知識を詰め込むのではなく，時
間的に，精神的に，ゆとりを持って考え，生涯を通
じて学び続ける生徒の育成，そして，自分自身が生
涯に渡り，学び続ける力をつけて参ります。
8．参加学生の感想
8-1　英米語学科科目等履修生　吉屋李華
　準備期間と本番を通して，「子どもたちが英語を
使い世界中の素敵な人達との関係を築けるようにす
吉屋李華さん
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潜在的表現能力の育成
ること」が，自分の夢であることを再確認する良い
機会になりました。また，「表現力の豊かさ」は人
の心に訴えるためにとても重要な要素であるという
ことも同時に学ぶことができました。相手へ自分の
考えや思いを共有する際には，言葉に心を乗せると
いうことを大切にしたいと思います。この経験を，
今後の自分の成長に繋げていきます。
8-2　日本語学科 3年　佐藤里奈
　今回，私は「シンギュラリティ時代に求められる
教育」についてお話しさせていただきました。AI
にはできない，人間だからこそできる教育について
述べました。発表を実際にしてみると，自分の力不
足を痛感致しました。他の弁士の方の発表を聞くと
とても説得力があり，その方の考えがスッと入って
きました。これこそ，言葉の持つ力を最大限に引き
出した話し方なのだと思いました。この経験から言
葉が持つ力を再確認できました。今後の生活に生か
したいと思います。
8-3　日本語学科 2年　高橋優人
　木内先生からのお誘いもあり，初めて「弁論」と
いうものに触れ，日々の生活の中で生まれる心の叫
びを発信するという，貴重な経験をさせていただき
ました。
　結果的に，上位入賞には至らなかったのですが，
半世紀以上続く歴史ある大会に出場でき，大変名誉
に感じております。
　中高生の部，一般の部を併せ，この大会に参加し
た 40 名もの弁士の心の声を聴いて，私を含め若い
世代の人たちが心から自分の思いを叫んでいる姿を
見て，感銘を受けました。
　応援してくださった皆さん，ありがとうございま
した。
高橋優人さん
9．終わりに
　明海大学に初めての弁論の学生サークル「あけみ
雄弁会」を立ち上げ，多数の弁士に弁論の魅力を感
じてもらい，弁論原稿を作り上げる過程で思考力が
磨かれ，文字による表現力が磨かれ，実際に弁論を
することで，音声表現力が磨かれたことを実感して
くれたと確信している。
　2019 年度は，教職課程履修学生だけでなく，HT
学部，保健医療学部等，様々な学部の学生の生の声
を，弁論を通して全国に発信していけたらと思う。佐藤里奈さん
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教職課程センター　研究紀要　第 2号
「弁論の明海」「明海の弁論」と呼ばれる日が来るこ
とを切に祈っている。
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